
ＪＡって何だろう？13

ＪＡは農業のサポーター

協同組合がユネスコの「無形文化遺産」に！！
　ユネスコは、2016年11月30日に協同組合をユネスコ無形文化遺産に
登録しました。この登録は、全世界にある協同組合が大切な財産であり、
これを受け継ぎ発展させていくことを求められていることが国際的に評
価されたものです。

　ＪＡというのは、農業協同組合（農協）の愛称（ニックネーム）です。協同組合は、同じ目的を持
った仲間が集まり、お互いに助け合い、幸せになろうという「協同組合精神」をもとになりたっ
ている組織です。協同組合はＪＡのほかに、生活協同組合、漁業協同組合、森林組合などがあ
ります。
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　ＪＡは北海道から沖縄まで全国各地にあり、地域の中で、特色をいかしたさまざまな農業をサ
ポートしています。
　新潟県には、８のＪＡがあります（令和８年３月現在）。みなさんの家の近くにもＪＡがあるか、
さがしてみてください。
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　無形文化遺産には、他に和食・歌舞伎・能楽等があるよ！
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▲農家カフェで提供されるランチプレート

▲大根からし巻きづくり体験

▲狐の絵付け体験 ▲タコ捕り体験 ▲生ハムづくり体験 【Webサイト】

▲稲わらのクリスマスリースづくり体験

▲地域の農産物を持ち寄った直売所

農業者による販売の工夫
　農業者は農産物を生産するだけでなく、消費者に直接販売したり、加工品を作ったり、農家レス
トランで食べてもらうなど、様々な取組をして、収入を増やすように工夫しています。

都市と農山漁村の交流
　自然・歴史・文化、郷土料理など豊かな地域資源を活かして都市と農山漁村の交流が行われて
います。毎年、多くのこどもたちが農山漁村に滞在し、農林漁業体験等を行っています。

　県内には、「なりわいの匠」と呼ばれる農
林漁業体験インストラクターがいます。農山
漁村の暮らしの中で培われた高い技術や
技能を持った方を県知事が体験指導者とし
て認定し、約1,350 人が活躍しています。
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▲観光農園の果物を使ったパフェ
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●なりわいの匠を探してみよう

●地域が誇れる体験や伝統文化を調べてみよう

キミの地域にはどんな「なりわいの匠」が
いて、どんな「わざ」を持っているのかな。

県のWebサイトを見てみよう！各市町村の
「なりわいの匠」が掲載されてるよ！

県内で行えるユニークな
体験は、にいがたグリーン・
ツーリズムの公式Web
サイトで紹介
しているよ！

　住んでいる地域で体験できることを調べて地域の宝・魅力を発表してみましょう。
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▲自家製の米粉を使ったサブレ
じ か せい こめ こ
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　「農産物直売所（ファーマーズマーケット）」では地元
でとれた安全・安心な野菜や果物をいつでも買うことがで
き、生産者と消費者のみなさんとの距離が近づく場所で
す。ＪＡの近くに建てられた小さな直売所から、駐車場が
ある大きな直売所まで、いろいろな直売所があり、地元の
食材を使ったそうざいや、パンやスイーツ、レストランがあ
る店舗もあります。近くのＪＡの直売所へぜひ足を運んで
みてください。
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ちゅう しゃ じょう

きょ り

ＪＡの取り組み例

　ＪＡグループでは、現在「国消国産」という考え方をPRしていますが、以前から安全で安心な「食」を
供給する取り組みに力を入れています。特に、地元でとれたものを地元で食べる「地産地消」は、新
鮮で、生産した農家や栽培の方法を確認しやすいです。また、農産物を遠くまで運ばなくてよいの
で使用する燃料も少なく、環境にもやさしいのでおすすめです。
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●安全・安心な「食」を供給するために
①安全・安心な「食」 

　地域の子どもたちに地域でとれた安全・安心な農畜産物を食べさせたい、提供したいという学
校・保護者と生産者の思いが重なり、学校給食で地産地消の取り組みが全国的に広がっていま
す。
　地元の農畜産物を使った「地場産給食の日」を設けたり、生産者やＪＡ職員を講師として招き、ど
のようにして農畜産物が作られているのかを学んだりする取り組みも広がっています。
　ＪＡでは、学校給食用の米だけでなく、米粉になれ親しんでもらうため、学校給食の米粉パンや
米粉めんの普及の手助けを行っています。
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●「学校給食」でも
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●「農産物直売所」
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「米粉パンの特徴」
●米本来の甘さがあり、糖分を抑えることがで
　きる。

●水分含量が多く、しっとり・もちもちした食感。

●水分含量が多いので、同じ重さの小麦粉の
　パンと比べて低カロリー。

●食物繊維が豊富。

●ゆっくり消化されるので、腹持ちがよく、
　血糖値が上がりにくい。

●米粉100%のパンなら、小麦アレルギーの
　人も安心して食べることができる。
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きゅうふ

ＪＡの役割

　ＪＡは、農家や地域の人たちなどの「組合員」が地域の農業とくらしを守り、より良い地域社
会をきずくことを目的に組織された協同組合です。
　ＪＡはふつうの会社とは違い、組合員がお金を出し合って作られます。また、組合員みずからが
利用・運営しており、組合員の共通の利益のために仕事をしています。
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　ＪＡは、農家に農業技術や農業経営の指導をしたり、農業に必要な資材を共同でたくさん仕入
れて安く売ったり、農畜産物を販売したりしています。また、「信用」と呼ばれる銀行のような仕事や、
「共済」と呼ばれる保険会社のような仕事もしています。

きょう さい

しん よう

あつか

まど ぐち

しん よう

●ＪＡは地域の農家と農業をサポートしています。

農家 地域の人たち
ち いき

　ＪＡは、生活に必要な食料品や日用品、ガソ
リンや灯油などの燃料を取り扱っています。
　また、組合員や地域住民の健康を守る仕事
や、お年寄りのしゅみや交流の場を作るといっ
た地域のボランティア活動のお手伝いをしてい
ます。

ち いき

ち いき じゅう みん

と あつか

●ＪＡは地域の人たちのくらしを支えています。

▲ガソリンや灯油を扱う「ＪＡ－ＳＳ」

▲ＪＡの信用窓口（ＪＡ新潟市）▲農業技術の指導のようす
ち いき

ち いき
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新潟県内のＪＡ
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ＪＡの取り組み例

　食農教育は、「食べる」という人間にとって大事な
行為そのものだけでなく、その背景にある動物や植
物の「いのち」を感じ、日本の豊かな自然や四季の尊
さ、農業の果たす役割を伝え、「食」と「農」との目に
は見えない強いつながりを学びます。
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やく わり

はい けいこう

●「食農教育」ってなあに？

　バケツ稲とは、「バケツで育てる稲」のことです。
　次代を担う子どもたちに、日本の稲作や農業に
触れ、もっと身近に考えてもらいたい、そんな思い
から「バケツ稲づくりセット」を配布しています。
　バケツと土を用意すれば庭やベランダなど場所
を選ばず、手軽に稲作を体験することができます。

ふ

いな さく

いな さく

●「バケツ稲づくり」

②食農教育 
しょく のう きょう

いね

いく

　いのち・食べ物・農業の大
切さを知り、理解を深めてもらう
ため、農作物の収穫や、野菜や
果物の集出荷施設の見学、調
理実習等といった体験スクール
を、年間を通じ開校しています。
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いな さく

かい さい

いっ そう

にな
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●「あぐりスクール」
　ＪＡの女性部や職員が講師
となり、食の大切さや、朝食の
必要性、ごはん食の良さを知っ
てもらうため、料理教室を開催
しています。

●「料理教室」

　次代を担う全国の小・中学
生などを対象に、ごはんを中心
とした食生活や稲作、食料・
農業に対する理解をより一層
深めてもらうことを目的に開催
しています。

●「ごはん・お米とわたし」
　 作文・図画コンクール

健康維持
地域

活性化

自然を
想う心

文化の
伝承

親子の
きずな

いのちの
大切さ

自分で
考える力

うらびょう し

ゆうしゅう

ゆうしゅう　

本 資 料 表 紙：小学校５年生の
　　　　　　 　 優秀作品（図画）
本資料裏表紙：同優秀作品（作文）

JAグループ

JAえちご中越
ワンジャ

JA新潟市
キラキラちゃん

JA新潟かがやき
かがやきまる

JAみなみ魚沼
ほなみちゃん

JAえちご上越
えこもりん

令和８年３月現在８JＡ
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